
（149）　故良知力教授主要著作目録

　
　
　
　
故
良
知
カ
教
授
主
要
著
作
目
録

一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
年
）

　
　
卒
業
論
文
「
レ
ツ
シ
ン
グ
ー
彼
の
作
品
の
一
部
に
関
す
る
研
究
」
（
三
月
）

一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
年
）

　
　
「
レ
ソ
シ
ン
グ
の
ヴ
オ
ル
フ
呈
ン
ビ
呂
ツ
テ
ル
時
代
」
『
一
橋
論
叢
』
蟹
三
巻
第
三
号
（
三
月
）

一
九
五
末
年
（
昭
和
一
三
年
）

　
　
「
レ
ヅ
シ
ン
グ
の
ス
ビ
ノ
ー
ザ
主
義
の
社
会
的
性
格
」
『
一
橋
論
叢
』
第
三
六
巻
第
四
号
（
一
〇
月
）

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
年
）

轟
紹
介
「
ウ
、
ル
リ
ツ
ヒ
．
フ
オ
ン
．
フ
ヅ
テ
ン
の
対
嚢
に
つ
い
て
・
叢
李
・
経
済
志
林
・
第
一
一
五
巻
第
二
号
一
四
月
一

一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
年
）

　
「
フ
オ
イ
ェ
ル
バ
ツ
ハ
の
ス
ビ
ノ
ー
ザ
批
判
に
つ
い
て
」
『
一
橋
論
叢
』
第
三
九
巻
第
一
号
（
一
月
）

　
「
フ
オ
イ
エ
ル
パ
ツ
ハ
の
へ
ー
ゲ
ル
批
判
に
よ
せ
て
」
『
経
済
志
林
』
第
二
六
巻
第
三
号
（
七
月
）

一
九
五
九
牟
（
昭
和
三
四
年
）

書
評
一
ウ
イ
ル
一
ル
ム
．
ボ
ル
フ
著
『
シ
ユ
レ
ー
ジ
一
ン
の
十
億
一
祭
・
・
幕
論
叢
一
第
四
幕
第
一
ハ
号
一
六
月
一
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一橘論叢第97巻第1号（150）

「
ド
イ
ツ
初
期
社
会
主
義
に
お
け
る
歴
史
構
成
の
論
理
ー
ウ
イ
〃
へ
〃
ム
．
ワ
イ
ト
リ
ン
グ
と
モ
ー
ぜ
ス

林
』
第
二
七
巻
第
三
号
（
七
月
）

翻
訳
　
J
・
ク
チ
ン
ス
キ
ー
『
戦
後
西
ド
イ
ツ
の
政
治
と
経
済
』
（
共
訳
）
未
来
社
（
一
〇
月
）

ヘ
ス
を
め
ぐ
っ
て

（
一
）
L
『
経
済
志

一
九
夫
O
年
（
昭
和
三
五
年
）

「
ド
イ
ツ
初
期
社
会
主
義
に
淳
る
歴
器
成
の
論
理
ー
ウ
ィ
ル
一
ル
ム
・
ワ
イ
ト
リ
ン
グ
と
下
ゼ
ス
．
一
ス
を
め
ぐ
。
て
一
二
一
・
一
経
済
志
林
一

　
第
二
八
巻
第
四
号
（
一
〇
月
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

一
九
大
一
年
（
昭
和
三
六
年
）

「
大
原
社
会
問
霧
究
所
に
所
蔵
さ
芙
ラ
ッ
サ
ー
ル
の
書
簡
・
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
一
経
済
研
究
一
第
≡
巻
第
；
一
一
月
一

　
研
究
ノ
ー
ト
「
大
原
社
会
問
題
研
究
所
所
蔵
の
源
泉
的
諸
費
料
に
つ
い
て
」
『
一
橘
論
叢
』
第
四
五
巻
第
二
号
（
二
月
）

講
・
W
．
ス
タ
ー
ク
著
・
杉
山
忠
平
訳
一
経
済
学
の
思
想
的
基
礎
一
・
・
経
済
志
林
一
第
二
九
巻
第
一
一
号
一
四
月
一

・
初
期
マ
ル
ク
ス
解
釈
史
に
つ
い
て
の
薯
・
・
経
済
志
林
・
第
二
九
巻
第
四
号
一
一
〇
月
一
　
　
　
　
…
ヒ
＝

翻
訳
．
解
説
H
・
マ
ル
ク
ー
二
初
響
ル
ク
ス
翼
1
・
経
済
†
蓼
義
・
に
奪
る
疎
外
論
一
一
羨
一
ヲ
封
有
、
、

■’
月
）

一
九
末
三
年
（
昭
和
三
八
年
）

　
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
カ
ソ
リ
ヅ
ク
左
派
の
思
想
を
め
ぐ
つ
て
」
『
経
済
志
林
』
第
三
一
巻
第
二
号
（
四
月
）

　
「
私
の
留
単
記
・
伝
統
に
く
す
ぷ
る
ウ
イ
ー
・
ン
大
学
」
『
東
洋
経
済
』
別
冊
　
春
季
号

　
『
労
働
の
歴
史
－
橿
棒
か
ら
オ
ー
ト
メ
ー
シ
目
ン
ヘ
』
（
共
箸
）
法
政
大
挙
出
版
局
（
六
月
）

一
九
末
五
年
（
昭
和
四
〇
年
）

「
初
弩
ル
ク
ス
発
展
史
ノ
ー
－
一
一
一
－
主
と
し
て
東
ド
イ
ツ
の
同
時
代
資
料
に
つ
い
て
・
・
経
済
志
林
・
警
一
秦
二
号
一
五
月
一

一
九
末
夫
牟
（
昭
和
四
一
年
）



『
ド
イ
ツ
社
会
思
想
史
研
究
』
未
来
社
（
五
月
）

翻
訳
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
第
一
七
巻
』
（
マ
ル
ク
ス
「
社
会
民
主
労
働
党
委
員
会
へ
」
、
「
〔
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
委
員
会
メ
ン
バ
ー

の
逮
捕
に
つ
い
て
〕
」
、
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
出
版
と
言
論
の
自
由
」
、
「
『
フ
ォ
ル
ク
ス
シ
ュ
タ
ー
ト
』
編
集
部
へ
」
、
「
〔
ネ
チ
ャ
ー
エ
フ
に
よ
る
イ
ン

タ
ナ
ジ
目
ナ
ル
の
名
称
の
詐
称
に
つ
い
て
の
総
評
議
会
の
声
明
〕
」
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
事
態
」
、
「
ソ
ン
ヴ
ィ
リ
エ
犬
会
と
イ
ン
タ
ナ

シ
目
ナ
ル
」
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
〔
社
会
民
主
労
働
党
委
員
会
へ
の
手
紙
〕
」
）
大
月
書
店
（
八
月
）

「
バ
リ
時
代
の
マ
ル
ク
ス
に
た
い
す
る
監
視
記
録
－
モ
ス
ク
ワ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
研
究
所
に
保
存
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
機
密
国

家
ア
ル
ヒ
ー
フ
」
『
土
地
制
度
史
学
』
第
三
三
号
（
一
〇
月
）

資
料
紹
介
「
目
昌
卑
向
奏
o
亭
宵
o
百
一
射
睾
o
巨
弍
o
鼻
冨
勺
o
；
寿
冒
o
肉
o
汗
黒
－
号
o
黒
一
〇
・
N
o
・
－
畠
8
・
霧
『
＝
自
筍
s
・
鼻
s
昂
・
」
『
経
済
志
林
』
第

三
四
巻
第
四
号
（
一
〇
月
）

（151）故良知カ教授主要著作目録

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）

　
「
初
期
マ
ル
ク
ス
発
展
史
ノ
ー
ト
（
二
）
ー
ブ
ル
ー
ノ
・
パ
ゥ
ァ
ー
の
批
判
『
無
神
論
者
へ
ー
ゲ
ル
』
を
中
心
に
」
『
経
済
志
林
』
第
三
五
巻
第
一

　
号
（
一
月
）

　
資
料
紹
介
「
O
害
一
｝
9
昌
彗
一
峯
閏
買
－
O
募
『
芽
庁
邑
蜆
巨
岸
」
『
経
済
志
林
』
第
三
五
巻
第
二
号
（
五
月
）

　
「
『
資
本
論
』
第
一
巻
の
反
響
ー
ド
イ
ツ
」
経
済
学
史
挙
会
編
『
「
資
本
論
」
の
成
立
』
岩
波
書
店
（
一
一
月
）

一
九
未
八
年
（
昭
和
四
三
年
）

　
「
マ
ル
ク
ス
と
真
正
理
論
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
『
思
想
』
第
五
二
七
号
（
五
月
）

　
翻
訳
・
解
説
　
H
・
マ
ル
ク
ー
ゼ
『
〔
改
訳
版
〕
初
期
マ
ル
ク
ス
研
究
1
「
経
済
学
“
哲
学
手
稿
」
に
お
け
る
疎
外
論
』
（
共
訳
）
未
来
社
（
五
月
）

　
「
東
欧
の
新
潮
流
」
『
未
来
』
第
二
一
号
（
六
月
）

　
「
歴
史
に
お
け
る
断
絶
の
意
識
と
ユ
ー
ト
ビ
ア
ー
マ
ル
ク
ー
ゼ
小
論
」
『
三
田
新
聞
』
七
月
二
四
日
号

　
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
マ
ル
ク
ス
主
義
」
『
未
来
』
第
二
五
号
（
一
〇
月
）

　
翻
訳
　
R
・
ヘ
ル
ボ
ル
ン
『
西
ド
イ
ツ
の
独
占
資
本
　
　
西
欧
市
場
へ
の
進
出
』
（
共
訳
）
法
政
大
学
出
版
局
（
一
〇
月
）

　
資
料
紹
介
「
新
た
に
刊
行
さ
れ
る
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
の
歴
史
的
・
批
判
的
版
（
M
E
G
A
）
に
つ
い
て
」
『
経
済
志
林
』
第
三
六
巻
第
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一橋論叢 第9ア巻 第1号（152）

四
号
（
二
一
月
）

一
九
末
九
年
（
昭
和
四
四
年
）

　
「
ヘ
ス
は
若
き
マ
ル
ク
ス
の
座
標
軸
た
り
う
る
か
ー
廣
松
渉
氏
の
初
期
マ
ル
ク
ス
論
に
よ
せ
て
」
『
思
想
』
第
五
三
九
号
（
五
月
）

　
「
ヘ
ス
の
妻
と
マ
ル
ク
ス
」
『
未
来
』
第
三
二
号
（
五
月
）

　
「
私
の
古
典
」
『
未
来
』
第
三
五
号
（
八
月
）

　
「
エ
ル
ン
ス
ト
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
な
か
の
民
主
主
義
に
よ
せ
て
」
『
未
来
』
第
三
八
号
（
二
月
）

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
五
年
）

　
「
七
〇
年
代
へ
の
い
ざ
な
い
」
『
明
治
犬
学
新
聞
』
一
月
八
日
号

　
「
偉
犬
な
否
定
性
の
弁
証
法
1
へ
ー
ゲ
ル
生
誕
二
〇
〇
年
に
よ
せ
て
」
『
図
書
新
聞
』
一
月
二
四
日
号

　
翻
訳
・
解
説
　
G
・
ル
カ
ッ
チ
『
美
と
弁
証
法
　
　
美
学
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
特
殊
性
に
つ
い
て
』
（
共
訳
）
法
政
犬
学
出
版
局
（
三
月
）

　
「
ド
イ
ツ
申
央
ア
ル
ヒ
ー
フ
訪
問
」
『
目
本
読
書
新
聞
』
三
月
九
回
号

　
「
抽
象
的
唯
物
論
は
抽
象
的
唯
心
論
で
あ
る
こ
と
ー
若
き
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
構
想
力
の
論
理
」
『
未
来
』
第
四
六
号
（
七
月
）

　
翻
訳
・
解
説
　
J
・
ク
チ
ン
ス
キ
ー
『
労
働
者
階
級
の
成
立
』
平
凡
社
（
一
〇
月
）

　
「
尻
切
れ
ト
ン
ボ
の
話
」
『
小
平
学
報
』
第
五
九
号
（
一
〇
月
）

　
「
マ
ル
ク
ー
ゼ
に
お
け
る
弁
証
法
的
現
象
学
の
試
み
」
『
理
想
』
第
四
五
一
号
（
二
一
月
）

251

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
年
）

　
『
初
期
マ
ル
ク
ス
試
論
　
　
現
代
マ
ル
ク
ス
主
義
の
検
討
と
あ
わ
せ
て
』
未
来
社
（
三
月
）

　
「
マ
ル
ク
ス
の
学
位
論
文
の
一
節
に
よ
せ
て
」
『
一
橋
論
叢
』
第
六
五
巻
第
四
号
（
四
月
）

　
「
聖
家
族
」
『
現
代
の
理
論
』
第
八
巻
第
五
号
（
五
月
）

　
「
追
悼
　
ジ
目
ル
ジ
ュ
・
ル
カ
ー
チ
」
『
日
本
読
書
新
聞
』
六
月
二
一
日
号

　
翻
訳
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
金
集
第
二
七
巻
』
（
「
第
二
部
」
、
「
補
録
」
、
「
文
献
目
録
」
）
大
月
書
店
（
六
月
）



（153）故良知カ教授主要著作目録

　
　
対
談
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ル
カ
ー
チ
」
（
羽
仁
協
子
氏
と
と
も
に
）
『
未
来
』
第
六
〇
号
（
九
月
）

　
　
『
マ
ル
ク
ス
と
批
判
者
群
像
』
平
凡
社
（
一
〇
月
）

　
　
「
具
体
化
と
は
何
か
」
『
未
来
』
第
六
三
号
（
二
一
月
）

　
　
研
究
動
向
「
ヴ
ア
イ
ト
リ
ン
グ
研
究
・
そ
の
基
本
文
献
」
『
季
刊
社
会
思
想
』
第
一
巻
第
四
号
（
二
一
月
）

　
　
翻
訳
『
マ
ル
ク
ス
．
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
第
二
八
巻
』
（
「
第
二
部
、
書
簡
一
⊥
二
二
」
、
「
文
献
目
録
」
）
犬
月
書
店
（
二
一
月
）
．

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
年
）

　
「
自
戒
」
『
あ
る
軌
跡
　
未
来
社
二
〇
年
の
記
録
』
未
来
社
（
四
月
）

翻
訳
。
．
ル
カ
ー
チ
一
人
間
の
思
惟
お
よ
ぴ
行
動
の
存
在
論
的
譲
一
上
・
下
一
・
一
共
訳
一
『
未
来
一
第
六
九
・
七
〇
号
一
六
・
七
月
一

　
「
日
常
性
批
判
の
基
礎
づ
け
」
『
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
シ
タ
ス
』
第
一
巻
第
二
号
（
八
月
）

　
翻
訳
．
解
説
　
G
．
ル
カ
ー
チ
『
モ
ー
ゼ
ス
・
ヘ
ス
と
観
念
弁
証
法
の
諸
間
題
』
（
共
訳
）
未
来
社
（
一
〇
月
）

　
一
若
き
一
ー
ゲ
ル
派
・
奮
喜
代
治
、
江
口
朴
郎
、
浜
林
芙
編
一
進
歩
と
器
の
思
想
・
西
洋
縄
下
』
新
呆
出
版
社
一
二
月
一

一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
年
）

　
「
す
す
め
た
い
本
」
『
小
平
学
報
』
第
六
七
号
（
四
月
）

　
書
評
「
『
ユ
ダ
ヤ
人
問
魍
』
を
め
ぐ
つ
て
－
山
中
隆
次
著
『
初
期
マ
ル
ク
ス
の
思
想
形
成
』
」
『
思
想
』
第
五
八
八
号
（
六
月
）

　
「
ド
イ
ツ
歴
史
学
の
革
命
的
伝
統
と
新
M
E
G
A
」
『
新
し
い
メ
ガ
』
極
東
書
店
（
六
月
）

　
書
評
「
哲
単
と
鏡
　
船
山
信
一
訳
『
フ
オ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
金
集
』
に
よ
せ
て
」
『
図
書
新
聞
』
九
月
一
五
日
号

一
九
七
四
隼
（
昭
和
四
九
年
）

　
編
集
．
翻
訳
．
解
説
『
資
料
ド
イ
ツ
初
期
社
会
主
義
－
義
人
同
盟
と
へ
ー
ゲ
ル
左
派
』
平
凡
社
（
四
月
）

　
「
向
う
岸
か
ら
の
世
界
史
1
へ
ー
ゲ
ル
左
派
と
ロ
シ
ァ
」
『
恩
想
』
第
六
〇
一
号
（
七
月
）
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一橘論叢 第97巻 第1号（154）

一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
年
）

　
「
赤
マ
ン
ト
　
ウ
ィ
ー
ン
便
り
　
一
」
『
月
刊
百
科
』
二
月
号

　
「
革
命
版
画
　
ウ
ィ
ー
ン
便
り
　
二
」
『
月
刊
百
科
』
三
月
号

　
「
チ
ロ
ル
雑
記
　
一
」
『
書
斎
の
窓
』
三
月
号

　
「
チ
ロ
ル
雑
記
　
二
」
『
書
斎
の
窓
』
四
月
号

　
「
『
魑
民
支
配
』
と
は
何
か
　
ウ
ィ
ー
ン
便
り
　
三
」
『
月
刊
百
科
』
四
月
号

　
「
ウ
ィ
ー
ン
の
革
命
と
古
本
屋
　
一
」
『
書
斎
の
窓
』
五
、
六
月
号

　
「
ウ
ィ
ー
ン
の
革
命
と
古
本
屋
　
二
」
『
書
斎
の
窓
』
八
月
号

　
「
一
八
四
八
年
ウ
ィ
ー
ン
の
秋
」
『
知
の
考
古
学
』
第
四
、
五
号
（
九
、
一
〇
月
、

一
二
月
）

一
九
七
大
年
（
昭
和
五
一
．
年
）

　
「
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
著
作
集
の
モ
ス
ク
ワ
離
れ
」
『
日
本
読
書
新
聞
』
一
月
二
六
日
号

　
翻
訳
・
解
説
　
A
・
ヘ
ラ
ー
『
個
人
と
共
同
体
』
（
共
訳
）
法
政
大
学
出
版
局
（
三
月
）

　
「
ウ
ィ
ー
ン
革
命
と
労
働
者
階
級
」
加
藤
睦
夫
、
酋
川
哲
、
良
知
カ
、
鷲
見
友
好
編
『
現
代
資
本
主
義
と
国
家
』
有
斐
閣
（
四
月
）

　
「
す
す
め
た
い
本
」
『
小
平
学
報
』
第
七
三
号
（
四
月
）

　
「
ウ
ィ
ー
ン
と
革
命
史
」
『
図
書
新
聞
』
六
月
一
九
日
号

　
「
四
八
年
革
命
に
お
け
る
歴
史
な
き
民
に
よ
せ
て
」
『
恩
想
』
第
六
二
八
号
（
一
〇
月
）

　
「
古
典
の
価
値
」
『
書
斎
の
窓
』
二
月
号

　
翻
訳
・
解
説
　
G
・
マ
ー
ル
ク
シ
ュ
『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
人
間
学
』
（
共
訳
）
河
出
書
房
新
社
（
二
一
月
）

雌

一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）

　
「
脳
裏
に
浮
ぷ
異
様
な
心
象
」
『
生
協
の
し
お
り
』
（
四
月
）

　
「
プ
ル
ー
ド
ン
主
義
者
力
ー
ル
・
グ
リ
＾
ー
ン
」
『
現
代
思
想
』
第
五
巻
第
八
号
（
七
月
）

　
「
ド
イ
ツ
国
立
図
書
館
へ
寄
贈
の
『
大
塚
文
庫
』
」
『
如
水
会
報
』
七
月
号



「
ガ
ス
ト
．
ア
ル
バ
イ
タ
ー
と
し
て
の
社
会
主
義
」
『
思
想
の
科
学
』
第
七
九
号
（
八
月
）

一
九
七
八
隼
（
昭
和
五
三
年
）

　
「
一
八
四
八
年
に
と
つ
て
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
は
何
か
」
『
思
想
』
第
六
四
五
号
（
三
月
）

　
「
朝
あ
け
前
後
－
大
塚
金
之
助
と
そ
の
短
歌
」
『
現
代
と
恩
想
』
第
三
一
号
（
三
月
）

書
評
一
デ
イ
、
ツ
ゲ
ン
著
、
奮
勉
訳
＝
孟
業
妻
明
ら
か
に
し
た
人
間
の
頭
脳
鏡
の
本
質
・
一
冒
本
読
書
新
聞
一
三
月
育
号

　
「
社
会
科
学
を
挙
ぷ
に
あ
た
っ
て
」
『
ほ
ん
と
ぴ
あ
』
四
月
一
日
号

　
「
人
生
と
読
書
」
『
緑
の
旗
』
第
二
二
一
号
（
四
月
）

　
『
向
う
岸
か
ら
の
世
界
史
－
一
つ
の
四
八
年
革
命
史
論
』
未
来
社
（
一
〇
月
）

　
「
マ
ル
ク
ス
の
遺
稿
の
歴
史
的
運
命
」
『
週
刊
読
書
人
』
二
月
二
七
日
号

（155）故良知カ教授圭要著作目録

一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
年
）

　
　
「
一
八
四
八
年
ウ
ィ
ー
ン
雑
記
」
『
日
本
読
書
新
聞
』
四
月
二
日
号

　
一
一
ル
ク
ス
．
一
ン
ゲ
ル
ス
に
淳
る
四
八
年
器
論
の
譲
襲
・
良
努
編
・
一
蕎
研
究
二
八
四
八
年
器
一
犬
月
書
店
一
吾
一

　
「
一
八
四
八
年
・
ウ
ィ
ー
ン
・
女
」
『
創
文
』
五
、
六
、
七
月
号

　
「
マ
ル
ク
ー
ゼ
　
人
と
思
想
」
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
八
月
三
一
日
号

書
評
一
伝
説
を
と
お
し
て
み
奉
世
餐
像
阿
譲
也
著
一
一
－
メ
ル
ン
の
婁
き
男
』
一
一
月
型
デ
ィ
タ
ー
．
本
と
批
評
』
九
月
号

　
「
木
曾
山
中
を
歩
く
」
『
朝
日
新
聞
』
九
月
二
三
日
号

　
書
評
「
紬
見
英
著
『
経
済
学
批
判
と
弁
証
法
』
」
『
図
書
新
聞
』
一
〇
月
二
〇
日
号

　
「
貨
幣
の
表
情
」
『
朝
日
新
聞
　
夕
刊
』
一
一
月
六
日
号

一
九
八
O
年
（
昭
和
五
五
年
）

　
翻
訳
．
解
説
　
A
．
ヘ
ラ
ー
『
マ
ル
ク
ス
主
義
的
価
値
論
の
た
均
の
仮
説
』
（
共
訳
）
法
政
大
挙
出
版
局
（
二
月
）

　
「
四
八
年
革
命
期
の
女
性
史
断
章
」
『
創
文
』
五
月
号

　
解
説
　
『
犬
塚
金
之
助
著
作
集
』
第
七
巻
「
社
会
恩
想
の
旅
　
一
」
岩
波
曹
店
（
九
月
）
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「
大
塚
金
之
助
著
作
集
に
よ
せ
て
」
『
図
書
新
聞
』
七
月
二
一
日
号

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）

　
「
革
命
と
マ
ス
コ
ミ
ー
一
八
四
八
年
の
ウ
イ
ー
ン
を
め
ぐ
。
て
」
『
月
刊
エ
デ
ィ
タ
ー
．
本
と
批
評
』
一
月
号

　
「
『
買
春
ツ
ァ
ー
』
に
考
え
る
」
『
世
界
』
第
四
二
三
号
（
二
月
）

　
「
ウ
ィ
ー
ン
で
の
入
院
」
『
月
刊
健
康
』
二
月
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
「
理
念
と
し
て
の
社
会
主
義
　
　
荒
畑
寒
村
さ
ん
の
生
き
方
に
思
う
」
『
読
売
新
聞
　
タ
刊
』
三
月
一
九
回
号

　
「
ウ
ィ
ー
ン
文
化
の
歴
史
的
風
土
」
『
週
刊
朝
日
百
科
・
世
界
の
食
ぺ
も
の
・
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
』
七
月
二
六
日
号

　
翻
訳
　
K
・
マ
ル
ク
ス
『
資
本
諭
草
稿
集
①
、
一
八
五
七
－
五
八
年
の
経
済
学
草
稿
』
（
「
資
本
に
か
ん
す
る
章
」
）
大
月
書
店
（
七
月
）

　
「
一
八
四
八
年
革
命
に
お
け
る
地
域
と
民
衆
」
『
地
域
と
民
衆
－
国
家
支
配
の
間
題
を
め
ぐ
。
て
ー
歴
史
学
研
究
　
別
冊
特
集
』
（
一

一
月
）

156

一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
年
）

　
翻
訳
・
解
説
　
A
・
ヘ
ラ
ー
『
マ
ル
ク
ス
の
欲
求
理
論
』
（
共
訳
）
法
政
犬
学
出
版
局
（
一
月
）

　
書
評
「
構
造
的
隆
路
は
っ
き
り
　
J
・
ス
タ
ニ
シ
キ
ス
著
、
犬
脳
人
一
訳
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
の
弁
証
法
』
」
『
読
売
新
聞
』
一
月
二
日
号

　
書
評
「
植
民
地
時
代
、
都
市
庶
民
の
変
貌
　
角
山
栄
、
川
北
稔
編
『
路
地
裏
の
大
英
帝
国
』
」
『
読
売
新
聞
』
二
月
ニ
ハ
日
号

　
書
評
「
都
市
の
生
活
史
あ
ざ
や
か
に
　
清
水
廣
一
郎
著
『
中
世
イ
タ
リ
ァ
商
人
の
世
界
』
」
『
読
売
新
聞
』
三
月
二
二
日
号

　
「
ワ
イ
ン
の
都
ウ
ィ
ー
ン
」
『
月
刊
健
魔
』
四
月
号

　
「
革
命
史
に
お
け
る
言
葉
の
虚
像
に
つ
い
て
」
『
思
想
』
第
六
九
五
号
（
五
月
）

　
「
一
八
四
八
年
革
命
期
に
お
け
る
民
衆
像
」
ワ
イ
マ
ル
友
の
会
『
研
究
報
告
』
第
七
号
（
五
月
）

　
二
九
八
一
年
の
歴
史
学
界
－
回
顧
と
展
望
－
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
・
近
代
・
一
般
L
『
史
学
雑
誌
』
第
九
一
編
第
五
号
（
五
月
）

　
書
評
「
憧
慣
の
世
界
へ
の
橘
渡
し
　
ケ
ネ
ス
・
ド
ー
パ
ー
著
、
久
保
正
彰
訳
『
わ
た
し
た
ち
の
ギ
リ
シ
ァ
人
』
」
『
読
売
新
聞
』
五
月
三
日
号

　
書
評
「
寛
容
な
理
性
へ
敗
北
の
経
験
　
藤
田
省
三
著
『
精
神
史
的
考
察
』
」
『
読
売
新
聞
』
五
月
一
七
日
号

　
書
評
「
”
花
咲
く
時
代
”
の
暮
ら
し
　
H
・
プ
レ
テ
イ
ヒ
ヤ
著
、
平
尾
浩
三
訳
『
中
世
へ
の
旅
　
騎
士
と
城
』
」
『
読
売
新
聞
』
六
月
二
一
日
号

　
醤
評
「
民
衆
の
実
態
独
自
の
筆
致
で
　
喜
安
朗
著
『
パ
リ
の
聖
月
曜
日
』
」
『
読
売
新
聞
』
六
月
二
八
日
号

㌧



書
評
「
西
欧
的
知
の
基
盤
に
光
を
　
樺
山
紘
一
著
『
西
洋
学
事
始
』
」
『
読
売
新
聞
』
八
月
二
三
日
号
　
－

書
評
「
生
き
た
証
言
で
最
初
の
通
史
　
ハ
ワ
ー
ド
．
ジ
ン
著
、
猿
谷
要
監
修
、
窟
田
虎
囲
力
、
平
野
孝
、
油
井
大
三
郎
訳
『
民
衆
の
ア
メ
リ
カ
史
　
上
・

中
・
下
』
」
『
読
売
新
聞
』
九
月
二
二
日
号

「
女
が
銃
を
と
る
ま
で
－
一
八
四
八
年
女
性
史
断
章
」
『
社
会
史
研
究
』
第
一
号
（
一
〇
月
）

「
ド
ナ
ウ
の
水
浴
」
『
社
会
史
研
究
』
第
一
号
（
一
〇
月
）

書
評
「
い
ま
な
ぜ
社
会
史
的
中
世
像
か
　
阿
部
謹
也
・
網
野
善
彦
著
『
対
談
　
中
世
の
再
発
見
』
と
雑
誌
『
社
会
史
研
究
』
の
創
刊
」
『
図
書
新
聞
』

一
〇
月
二
日
号

書
評
「
憲
法
九
条
や
知
識
人
の
考
察
　
丸
山
真
男
著
『
後
衛
の
位
置
か
ら
』
」
『
読
売
新
聞
』
一
〇
月
四
日
号

書
評
「
ロ
ン
ド
ン
の
祝
祭
多
角
的
に
　
海
野
弘
著
『
都
市
と
ス
ベ
ク
タ
ク
ル
』
」
『
読
売
新
聞
』
一
〇
月
二
日
号

奮
評
「
民
族
主
義
問
題
研
究
の
好
著
　
ハ
ン
ス
．
コ
ー
ン
著
、
稲
野
強
ほ
か
訳
『
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
史
入
門
』
」
『
読
売
新
聞
』
一
一
月
一
日
号

書
評
「
廣
松
渉
．
片
岡
啓
治
編
．
解
説
『
マ
ル
ク
ス
主
義
革
命
諭
史
　
一
　
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
革
命
諭
』
」
『
日
本
読
書
新
聞
』
一
一
月
二

九
圓
号

一
九
八
一
一
軍
（
昭
和
五
八
年
）

（157）故良知カ教授主要著作目録

「
味
読
摘
定
席
」
『
朝
日
新
聞
　
日
曜
版
』
一
旦
二
〇
日
号

書
評
「
英
国
中
心
に
初
の
本
格
派
　
星
名
建
雄
著
『
郵
便
の
文
化
史
』
」
『
読
売
新
聞
』
一
月
一
三
日
号

書
評
「
一
九
世
紀
の
仏
農
村
の
実
態
　
M
．
セ
ガ
レ
ー
ヌ
著
、
片
岡
幸
彦
監
訳
『
妻
と
夫
の
社
会
史
』
」
『
読
売
新
聞
』
二
月
一
四
日
号

書
評
「
ポ
リ
ス
共
同
体
へ
の
歩
み
安
藤
弘
著
『
古
代
ギ
リ
シ
ァ
の
市
民
戦
士
』
」
『
読
売
新
聞
』
二
月
二
一
日
号

書
評
「
北
欧
中
世
の
実
像
に
迫
る
　
熊
野
聡
著
『
北
の
農
民
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
』
」
『
読
売
新
聞
』
三
月
七
日
号

書
評
「
多
民
族
国
家
の
近
代
化
の
過
程
描
く
　
ハ
ン
ス
．
コ
ー
ン
著
、
稲
野
強
、
小
沢
弘
明
、
柴
宜
弘
、
南
塚
信
吾
訳
『
ハ
ブ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
史
入

門
』
」
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
三
月
二
二
圓
号

「
若
き
マ
ル
ク
ス
と
〈
同
時
代
〉
」
『
週
刊
読
書
人
』
四
月
二
五
日
号

「
カ
ニ
パ
リ
ズ
ム
雑
考
」
『
社
会
史
研
究
』
第
二
号
（
五
月
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

書
評
「
近
代
圓
本
の
女
性
史
に
光
　
鹿
野
政
直
著
『
戦
前
・
「
家
」
の
恩
想
』
L
『
読
売
新
聞
』
五
月
二
三
圓
号
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「
恩
想
の
言
葉
」
『
思
想
』
第
七
〇
八
号
（
六
月
）

「
ネ
コ
の
家
出
」
『
月
刊
健
康
』
六
月
号

魯
評
「
歴
史
に
民
衆
の
心
性
探
る
　
P
・
ア
リ
エ
ス
著
、
中
内
敏
夫
、
森
田
伸
子
編
訳
『
〈
教
育
〉
の
誕
生
』
」
『
読
売
新
聞
』
六
月
六
日
号

書
評
「
西
欧
社
会
の
中
の
”
有
縁
。
阿
都
謹
也
著
『
中
世
の
星
の
下
で
』
」
『
読
売
新
聞
』
八
月
一
五
圓
号

書
評
「
史
料
研
究
で
通
説
に
挑
戦
　
N
・
コ
ー
ン
著
、
山
本
通
訳
『
魔
女
狩
り
の
社
会
史
』
」
『
読
売
新
聞
』
八
月
二
九
日
号

書
評
「
『
歴
史
も
ま
た
夢
』
見
事
に
実
証
　
G
・
デ
ュ
ピ
ー
著
、
小
佐
井
伸
二
訳
『
ロ
マ
ネ
ス
ク
芸
術
の
時
代
』
」
『
読
売
新
聞
』
九
月
五
日
号

「
日
記
か
ら
」
『
朝
日
新
聞
　
夕
刊
』
九
月
二
一
、
＝
二
、
一
四
、
ニ
ハ
、
一
七
、
一
九
、
二
〇
、
二
一
、
二
二
、
二
四
日
号

書
評
「
体
制
と
民
族
の
矛
盾
突
く
　
V
・
モ
ン
テ
イ
ユ
著
、
森
安
達
也
訳
『
ソ
連
が
イ
ス
ヲ
ム
化
す
る
圓
』
」
『
読
売
新
聞
』
九
月
二
六
日
号

書
評
「
大
象
像
の
影
を
鮮
明
に
描
く
　
A
・
ソ
ブ
ー
ル
著
、
非
上
幸
治
監
訳
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
民
衆
』
」
『
読
売
新
聞
』
一
〇
月
一
七
日
号

「
わ
だ
か
ま
り
」
『
法
挙
教
室
』
一
一
月
号

「
『
古
代
美
術
史
』
雑
録
」
『
社
会
史
研
究
』
蟄
二
号
（
二
月
）

「
革
命
史
に
お
け
る
ピ
ラ
と
壁
新
聞
」
一
橘
犬
学
社
会
科
学
古
典
資
料
払
ン
タ
ー
『
第
三
回
西
洋
社
会
科
学
古
典
資
料
講
習
会
』
（
二
月
一
八
日
）

書
評
「
近
代
主
義
、
粘
り
強
く
追
及
　
今
村
仁
司
著
『
批
判
へ
の
意
志
』
」
『
読
売
新
聞
』
二
月
二
一
日
号

書
評
「
犯
罪
と
庶
民
の
姿
に
光
　
網
野
善
彦
ほ
か
著
『
中
世
の
罪
と
飼
』
」
『
読
売
新
聞
』
＝
一
月
一
九
圓
号

158

一
九
八
四
隼
（
昭
和
五
九
年
）

　
　
「
民
族
間
題
・
ナ
シ
目
ナ
リ
ズ
ム
」
、
「
ユ
ダ
ヤ
人
と
反
セ
ミ
テ
ィ
ズ
ム
　
三
、
近
代
」
（
こ
の
項
は
共
同
執
筆
）
西
川
正
雄
編
『
ド
イ
ツ
史
研
究
λ

　
門
』
東
京
大
学
幽
版
会
（
一
月
）

　
「
若
き
ブ
ェ
ル
テ
ル
の
喜
ぴ
」
『
社
会
史
研
究
』
第
四
号
（
四
月
）

　
「
武
装
せ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
一
八
四
八
年
ウ
ィ
ー
ン
国
民
軍
史
に
よ
せ
て
」
『
思
想
』
第
七
一
九
号
（
五
月
）

　
「
夢
を
追
う
こ
と
」
『
新
し
い
教
師
た
ち
へ
ニ
ハ
O
の
メ
〃
セ
ー
ジ
』
ほ
る
ぷ
出
版

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）

　
奮
評
「
聖
と
俗
の
交
錯
浮
き
彫
り

C
・
ウ
ォ
ル
7
オ
ー
ド
著
、
中
村
勝
訳
『
市
の
社
会
史
』
L
『
読
売
新
聞
』
一
月
七
日
号



●

書
評
「
歴
史
に
探
る
詩
の
主
人
公
　
E
．
〃
1
ー
ロ
ワ
ー
ー
ラ
デ
ユ
リ
著
、
杉
山
光
信
訳
『
ジ
ヤ
ス
ミ
ン
の
魔
女
』
」
『
読
売
新
聞
』
二
月
二
五
日
号

「
セ
ド
ル
ニ
ツ
キ
は
女
を
殺
し
た
か
－
ウ
ィ
ー
ン
・
一
八
四
八
年
　
一
」
『
月
刊
百
科
』
四
月
号

書
評
「
フ
ラ
ン
ス
史
を
新
視
角
で
　
P
・
ペ
ロ
ー
著
、
大
矢
タ
カ
ヤ
ス
訳
『
衣
服
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー
』
」
『
読
売
新
閲
』
四
月
八
日
号

書
評
「
社
会
史
め
ざ
す
苦
闘
の
跡
　
阿
部
謹
也
著
『
歴
史
と
叙
述
』
」
『
読
売
新
聞
』
四
月
二
二
日
号

「
春
と
猫
塚
」
『
未
来
』
二
二
四
号
（
五
月
）

「
猫
に
飼
わ
れ
て
」
『
未
来
』
二
二
五
号
（
六
月
）

「
因
業
お
や
じ
ハ
ウ
ス
マ
イ
ス
タ
ー
の
受
難
　
　
ウ
ィ
ー
ン
・
一
八
四
八
年
　
二
」
『
月
刊
百
科
』
六
月
号

書
評
「
民
衆
の
生
活
描
い
て
生
彩
　
K
・
ハ
ド
ソ
ン
著
、
北
川
信
也
訳
『
質
星
の
世
界
』
」
『
読
売
新
聞
』
六
月
一
七
日
号

書
評
「
芝
居
仕
立
て
で
描
く
歴
史
渡
辺
金
一
著
『
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
千
年
』
」
『
読
売
新
聞
』
七
月
一
五
日
号

「
コ
ー
ヒ
ー
．
ハ
ウ
ス
と
ウ
ィ
ー
ン
気
質
　
　
ウ
ィ
ー
ン
・
一
八
四
八
年
　
三
」
『
月
刊
百
科
』
八
月
号

書
評
「
宗
教
改
革
期
の
生
の
誕
一
、
目
　
ト
マ
ス
・
プ
ラ
ツ
タ
ー
著
、
阿
部
謹
也
訳
『
放
浪
学
生
プ
ラ
ツ
タ
ー
の
手
記
』
」
『
読
売
新
聞
』
八
月
二
六
圓
号

「
真
夜
中
の
音
楽
会
ー
ウ
ィ
ー
ン
・
一
八
四
八
年
　
四
」
『
月
刊
百
科
』
一
〇
月
号

『
音
き
ド
ナ
ウ
の
乱
痴
気
－
ウ
ィ
ー
ン
一
八
四
八
年
』
平
凡
社
（
二
月
）

（159）故良知カ教授主要著作目録

一
九
八
大
年
（
昭
和
六
一
年
）

　
『
一
八
四
八
年
の
社
会
史
ー
ウ
ィ
ー
ン
を
め
ぐ
っ
て
』
影
書
房
（
二
月
）

　
『
魂
の
現
象
学
　
　
一
社
会
思
想
家
と
し
て
』
平
凡
社
（
三
月
）

　
『
女
が
銃
を
と
る
ま
で
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
（
九
月
）

　
編
集
・
監
訳
『
へ
ー
ゲ
ル
左
派
論
叢
』
第
三
巻
（
共
同
編
集
）
御
茶
の
水
書
臥
（
九
月
）

　
翻
訳
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
破
局
ー
コ
シ
＾
ー
ト
の
政
治
的
遺
書
」
『
社
会
史
研
究
』
第
七
号
（
二
一
月
）
一

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）

　
『
へ
ー
ゲ
〃
左
派
と
初
期
マ
ル
ク
ス
』
岩
波
書
店
（
春
季
刊
行
予
定
）
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